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諸塚ダム

美郷町

諸塚村

椎葉村

上椎葉ダム
岩屋戸ダム

塚原ダム

老朽化している設備の更新

工事箇所位置図

上流から流れてくる土砂を下流に流しやすくするためにダムを改造

塚原発電所総合更新

山須原ダム改造工事

完成イメージ

浸水被害低減を目的に、ダム貯水池内に
貯まっている土砂の取除き

諸塚村中心部土砂移動工事：完了



ダム

大内原ダム

門川町

日向市

山須原ダム

美郷町

ダム

西郷ダム

耳川

通砂初期の既存堆砂の流出抑制を目的に、
ダム調整池内に貯まっている土砂の取除き

大内原ダム調整池内

濁水低減を目的に、細かい土砂の上に他地
点で取除いた粒径を大きな土砂を移動（覆砂）

上流から流れてくる土砂を下流に流しやすくするためにダムを改造

土砂移動工事（覆砂）：完了

西郷ダム調整池内

土砂移動工事（西郷）：完了

西郷ダム改造工事：完了

通砂時の水位低下による洗掘など河岸の
不安定化が想定される部分の補強

護岸補強工事：完了
大内原ダム調整池内



取組みの概要
工

2010 2011 2012 2013 2014 2015

【ダム通砂運用】

ｏ 台風出水を対象に、洪水が予想される場合において事前に貯水位を低下させ河
川の状態を作り出し、自然排砂を促進させることで洪水被害の軽減を図る運用

【ダム改造】

ｏ ダム堤体中央部を切り下げ、通砂機能を有する大型洪水吐きゲートを新設
〔山須原ダム、西郷ダム〕

【貯水池土砂移動】

ｏ ダム通砂開始初期の急激な河川環境の変化や河川の安全を考慮した土砂の
浚渫・移動 〔山須原ダム直上流部、西郷ダム直上流部〕

ｏ 貯水池周辺の浸水被害低減を目的とした
堆積土砂の浚渫〔諸塚中心部周辺〕

【貯水池護岸補強】

ｏ 通砂時の水位低下により洗掘など河岸の不安定化が
想定される部分の補強 〔大内原ダム貯水池〕

【環境モニタリング】

ｏ ダム通砂に伴う環境変化を把握するための調査
（堆砂状況、河床材料、水質、生物など）

【崩壊斜面復旧】
ｏ 貯水池沿いで発生した大規模崩壊斜面について、再崩壊による二次災害を

確実に防止するための復旧対策工事 〔塚原ダム貯水池、山須原ダム貯水池〕

【発電所復旧・新設・更新】

ｏ 2005年台風14号に伴う出水により浸水し発電停止した塚原発電所5号機の復旧

ｏ 上椎葉発電所の河川維持放流を活用した発電所の新設

ｏ 運用開始から70年以上が経過し、設備が全般的に老朽化している塚原発電所

１～４号機の更新

① ②

①仮締切設置 ②SR堰設置

③

③既設ｹﾞｰﾄ・堤体撤去

⑤

④堤体ｺﾝ打設

山須原

諸塚中心部

・既設ゲート８門のうち中央２門を撤去し、

ダムの一部を約９ｍ切り下げ、大型洪水

吐きゲート１門を新設（山須原）

・河川の安全や環境の保全上、問題が懸念される
土砂を浚渫し、貯水池内の安全な場所に移動

・浚渫土砂のうち粒径が大きな土砂については、
大内原ダム貯水池に堆積している粒径が小さい
土砂の上に 被覆し濁水の発生を防止

・諸塚中心部周辺及び西郷ダム直上流部における浚渫土砂の
うち、粒径30mm程度以上の土砂を活用した袋詰捨石を積み
並べて、河岸部を補強

・斜面崩壊部の土砂排除、アンカー工及び
河岸部の護岸工により再崩壊を防止

塚原ダム貯水池

山須原ダム貯水池

塚原発電所５号機復旧

上椎葉維持流量発電所新設 塚原発電所総合更新

塚原（2011年12月）

〔袋詰玉石〕

山須原（2012年4月）

ダム通砂実施計画

河川

C万ｍ3

大内原ダム

覆砂および
河岸部補強

ｼﾙﾄ質土砂の堆積

石峠レイクランド
～大内原ダム間

ｂ万ｍ3

西郷ダム
直上流部

西郷ダム
貯水池外
搬 出

ａ万ｍ3

山須原ダム
直上流部

山須原ダム

貯水池内
移 動

13万ｍ3

貯水池外
搬 出

〔条件１〕
治水効果の
早期発揮

〔条件２〕
ダム通砂運用開始初期の

既存堆砂の流出抑制
（局所的洗掘への対応）

〔条件３〕
ダム通砂運用開始初期の

既存堆砂の流出抑制
（ｼﾙﾄ質土砂の巻上げ対応）

諸塚中心部

有効利用（土砂移動ルート案）

④

①

②

①仮締切設置

②SR堰設置

①①①

〔西郷ダム〕

〔山須原ダム〕

・既設ゲート８門のうち中央４門を撤去し、

ダムの一部を約４ｍ切り下げ、大型洪水

吐きゲート２門を新設（西郷）

本工事

試験工事

試験工事

西郷

大内原

改造後ｲﾒｰｼﾞ（山須原） 改造後（西郷）



工 程（年度）
現在の状況（2019年9月末時点）

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

ｏ 第７回耳川水系ダム通砂技術検討委員会
を実施（2019/3）

ｏ 2007年度から調査を継続中

ｏ 周辺整備工事を終え、全工程を完了

塚原：2011/12竣工 山須原：2012/9竣工

ｏ 計測などによる斜面の安定性評価を継続実施中

(塚原発電所５号機) 2012.6.15運転開始

(上椎葉維持流量発電所)  2013.3.1運転開始

(塚原発電所総合更新)  2014.5.30着手

2020.4（１号機運転開始予定）

2020.5（２号機運転開始予定）

堤体撤去（切り下げ）

打設

⑤ｹﾞｰﾄ設置

⑥

⑥仮締切・SR堰撤去

⑦周辺整備

＜山須原＞

ｏ 2019年10月より9年目の工事に着手

〔9年目主要工事〕

・仮締切一部の撤去

（上部コンクリート、側壁、鋼矢板、基礎杭）

塚原発電所総合更新（１～４号機→１～２号機）

総合進捗率：74.6%

ダム通砂運用

＜西 郷＞
ｏ 2018.5 工事完了

ｏ 諸塚中心部周辺 浚渫工事

(2011～2016) 
・約13万ｍ3 浚渫

ｏ ダム調整池内土砂移動
・山須原ダム直上流の治水・環境上影
響のある土砂をダム通砂運用前に安全
な場所へ移動

通砂実施計画の策定（社内委員会）

河川、海域調査

＜西郷ダム・大内原ダム調整池＞

ｏ 2017.6 完了

＜山須原ダム調整池＞

ｏ 大内原貯水池護岸補強への浚渫土砂活用に
向けた試験工事（陸上）を実施(2011～2012年度)

ｏ 2013.11月より本格施工を実施（2016.5完了）

諸塚中心部

⑦⑥

④③

③既設ｹﾞｰﾄ・堤体撤去（切り下げ）

④堤体ｺﾝ打設

⑤ ⑤ｹﾞｰﾄ設置

⑥ ⑥ ⑥ ⑦

⑦周辺整備⑥仮締切・SR堰撤去

本工事 湖内移動

流木調査

山須原調整池

総合進捗率：86.1%

：仮締切一部撤去
(9期工事分)

：10期工事以降に
撤去



o ダム通砂運用は、台風による大雨の時に、ダムの水位を下げることで、貯水池を本来の河

川のような状態にし、流れる水の力を利用して上流から流れてくる土砂をダム下流へ通過

させる新たな運用です。

o この運用を2017度より西郷ダムと大内原ダムで開始しました。（山須原ダムを含む３ダムで

のダム通砂運用は、平成2021年度から実施予定です）

１ ダム通砂運用の概要

２ ダム通砂運用の方法

o ダム通砂運用の方法については、2012年より社外の学識者や専門家との協議を重ね、河

川の安全を基本に環境の保全や水の利用を考慮しながら検討を進めてきました。

山須原ダム
西郷ダム

大内原ダム

諸塚ダム

耳川流域のダム位置図

平成２９年度より実施
平成３３年度より実施予定

従来のダム水位

河川の状態になります

水位を下げることで、流速が増し、流入する
土砂が下流に通過しやすくなります。

①耳川水系ダム通砂技術検討委員会

技術指導
京都大学、九州大学

土木研究所

技術協力
ダム技術センター

電力中央研究所

指導・助言 国土交通省、宮崎県

技術指導
京都大学、九州大学

熊本大学、香川大学

技術協力 電力中央研究所

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 宮崎県

②河川生態環境ＷＧ

①耳川水系ダム通砂
技術検討委員会

耳川水系総合土砂管理
評価・改善委員会

九州電力
（事業者）

②河川生態環境ＷＧ

指示 報告

提示 報告

提示

評価

治水 利水

環境

ダム通砂運用について

2017年度より実施
2021年度より実施



３ 流域の皆さまへの発信情報について

【ダム通砂運用の方法】

o ダム通砂運用中の河川に関する情報は、宮崎県ホームページ「雨量・河川水位観測情報」

より、ダム通砂に関する情報やダム情報（雨量、水位、放流量）、ライブカメラ映像等を

確認することができます。また、ホームページ以外の方法（椎葉村：椎葉村民チャンネル、

諸塚村・美郷町：防災無線、日向市：ラジオ（災害時）等）でも発信する予定です。

o 検討の結果、ダム通砂運用の方法について次の結論を得ました。

・山須原ダム流入量700ｍ3/ｓ以上の台風出水でダム通砂運用を行うことで、その効果が

期待できること

・大内原ダムは、貯水池の規模が大きく勾配が緩やかなため、台風前にダムの水位を大

きく低下（常時満水位－8．5ｍ）させて河川の状態にする必要があること

・西郷ダムは、水位を少し下げるが、貯水池の規模が小さく勾配が急なため、大内原ダ

ムのように台風前に貯水池を河川の状態にする必要はないこと

・土砂が動かなくなる流量（山須原ダム流入量200ｍ3/ｓ）でダム通砂を終了すること

【宮崎県の雨量・河川水位観測情報のＨＰ】

ｏ ダム通砂運用は、2017年度より実施しておりますが、通砂の時間を短くする等、小さい

規模の運用から行い、モニタリング結果を流域の皆さまと確認して、年度毎に運用の方法を

改善しております。

対象ダム 2017年度の運用 2018年度の運用 2019年度(最終型)の運用

台風前に低下
させる水位

大内原ダム 常時満水位－5.5ｍ 常時満水位－5.5ｍ 常時満水位－8.5ｍ

ダム通砂を
終了する流量

西郷ダム
大内原ダム

ダム流入量300ｍ3/秒 ダム流入量200ｍ3/秒 ダム流入量200ｍ3/秒



o 現在までのモニタリングやシミュレーションの結果によると、ダム通砂運用により、河川の土砂の

流れが本来の姿に近づき、河川の安全や環境などの面で次の効果が現れると予想されます。

予想される効果

河
川
の
安
全

◆ ダムの上流側では、洪水に対する安全度が向上します。

河
川
の
環
境

◆ダムの下流側では、多様な生物が生息する昔の河川環境に近づきます。

水
の
利
用

◆ 水道など、水の利用への影響はほとんどないと考えられます。

・ダムの上流側では、土砂が溜まりにくくなるため、洪水時

の水位上昇が抑えられると考えられます。

・なお、ダムの下流側でも、河川の勾配が比較的急なことか

ら、ダムを通過する土砂が薄く広く供給され、洪水時の水

位は今とほとんど変わらないと考えられます。

・ダムを通過する土砂により、河床が石、礫、砂など様々

な大きさに変わるとともに、瀬や淵がはっきりとした昔

のような河川になると考えられます。

・また、石に付着する藻類の剥離が促進され、生き物の餌

となるような新鮮な藻類が増えると考えられます。

・これらの結果、多様な生物が生息する昔の河川環境に近

づくと期待されます。

・ダムを通過する土砂は下流域に薄く広く供給されるため、水道や工業用水の取水口が埋まるな

ど、取水の支障となる事象は発生しないと考えられます。

・また、洪水時の濁りは今とほとんど変わらず、水質への影響もないと考えられます。

〔現状の河川〕 〔ﾀﾞﾑ通砂運用後の河川〕

〔ダムの上流側（ダム通砂運用時）〕

水位上昇を抑制

河床上昇を抑制

・また、初めてのダム通砂運用なので、河川が急に変化しないよう、試しながら行い、これらの効果

を流域の皆さまと確認して、運用の方法などを改善していきたいと考えています。（順応的管理）

・ダムを通過する大きな土砂（礫※）は徐

々に下流側へ移動するため、環境への効

果はゆっくりと現れるものと考えられま

す。なお、大内原ダムの下流では長い年

月を要すると考えられます。

※礫：2～75ｍｍ程度の大きさの土砂

ダムを通過する礫は、徐々に
下流側へ移動（薄く広く供給）

：一回のダム通砂での礫の動き

ダム

河川の環境は
ゆっくりと変化

瀬

淵

瀬

淵
砂州（大）

砂州（大）

瀬

淵

瀬

淵
砂州（小）

砂州（小）

河床が
多様化

（石・礫・砂）

砂州が拡大

はっきりとした
瀬・淵が形成

大きな石が
多い

藻類の剥離が
促進（新鮮な
藻類の増加）

４ 予想される効果



工事や環境モニタリングの概要



(2007～2015)

(2012～2015)

(2016～)

(2016～)



主要な調査地点

塚原ダム 山須原ダム

西郷ダム

大内原ダム

日向 市

耳川

耳川

日向 灘

水質調査

河床材料調査

河道形状調査

動物調査

植物調査

物理環境調査

生物生息環境調査

坪谷川

七ッ 山川

調査地点:環境の変化が想定される場所から選定
（ダム直上 直下、支流合流点など）

※平成24年から支川調査を開始

･･･本川及び海域調査地点

･･･支川及び山須原ダム貯水池上流調査地点

（通砂運用の影響を受けないデータ）

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

魚類調査

水質調査 河床材料調査 付着藻類調査

底生動物調査

河道形状調査

河岸植生調査アユ産卵床調査

主要な調査内容

2012年



約20ｍ

発電最低水位

従来型の仮締切を最小化

切り下げ

約９ｍ

（山須原）

既設ダムで
荷重を負担

■ 仮設ゲート

・ 平常時は起立 (発電可能水位を確保)

・ 出水時は倒伏 (安全に河川水を流下)

・ なお、前例のない高さであるため、
学識者、国、県、当社で技術検討

鋼製
扉体

空気袋

既設ダム

仮
締
切

荷重
(水圧+土圧)

堆積土砂

河川水

約20ｍ

発電最低水位

従来型の仮締切を最小化

切り下げ

約９ｍ

（山須原）

既設ダムで
荷重を負担

■ 仮設ゲート

・ 平常時は起立 (発電可能水位を確保)

・ 出水時は倒伏 (安全に河川水を流下)

・ なお、前例のない高さであるため、
学識者、国、県、当社で技術検討

鋼製
扉体

空気袋

既設ダム

仮
締
切

荷重
(水圧+土圧)

堆積土砂

河川水

荷重

( 水圧 + 土圧 )

堆積土砂

仮設ゲート
既設ゲート（撤去）

工事の概要

о既設洪水吐きゲート８門のうち中央２門を撤去し、ダムの一部を約9m切り下げます。

工事の工程

改造前 改造後

о 大型洪水吐きゲート１門（幅 13.6m×高 15.5m)を新設します。

о 工事は、2011年11月～2022年5月 の約11年間を予定しています。

о なお、河川及び工事箇所の安全確保の観点から、河川内で行う工事については、原則、
洪水期（６月～10月）を除く時期に実施します。

工事の主な特徴

ダム
仮
締
切

耳川→

取水口

工事箇所

発電所

仮排水路トンネル （従来の工事で採用・小丸川など）

発電取水による迂回 （今回採用）

ダム
仮
締
切

耳川→

取水口

工事箇所

発電所

仮排水路トンネル （従来の工事で採用・小丸川など）

発電取水による迂回 （今回採用）

о工事期間中は、ダム上流に仮締切を設置し、
河川水を迂回させます。

о工事期間中の洪水処理は、改造範囲外の
洪水吐きゲートと仮設ゲートによるダム放流
で実施します。

〔 発電取水による河川水の迂回 （イメージ） 〕

１、２号機取水口

３号機取水口

切り下げ範囲

仮締切

切り下げ

約９ｍ

（山須原）

既設ダム

切り下げ

約９ｍ

（山須原）

既設ダム

〔 仮締切の設置 （イメージ） 〕

※ 既設ゲート撤去やダム切り下げなどの一部の工事については、河川や工事の安全を確保した上で、洪水期も実施する計画

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

洪水期
（6～
10月）

既設
ゲート
撤去

新設
ゲート
設置

H２３年度
（１年目）

H２４年度
（２年目）

H２５年度
（３年目）

H２６年度
（４年目）

H２７年度
（５年目）

H２８年度
（６年目）

H２９年度
（７年目）

H３０年度
（８年目）

H３１年度
（９年目）

H３２年度
（１０年目）

H３３年度
（１１年目）

H３４年度

同左
仮締切
設置 同左

同左
（仮設ｹﾞｰﾄ

設置）

周辺
整備

ダム一部切り下げ
コンクリート打設

仮締切
撤去

同左 同左

H34/5竣工 ▽

▽ H23/9着手

▽ H23/11着工

2011年度
（１年目）

2012年度
（2年目）

2013年度
（3年目）

2014年度
（4年目）

2015年度
（5年目）

2016年度
（6年目）

2017年度
（7年目）

2018年度
（8年目）

2019年度
（9年目）

2020年度
（10年目）

2021年度
（11年目）

2022年度

▽2011/9 着手

▽2011/11 着工 2022/5 竣工▽



・ ダムの上、下流に作業構台を構築 し
ます。

・ 仮締切は、構台に配置した大型クレーン で
構築します。

・ 鋼管など大型の資機材は、台船で搬入 し
ます。

・ ダム上流の作業構台は、洪水期前に 撤去
します。

台船

仮締切

３号機
取水口

作業構台

作業ﾔｰﾄﾞ

■ 仮締切設置（仮設ゲート設置）

・ ダム下流の作業構台（通年設置）から、既
設ゲートの撤去、既設ダムの一部切り下
げ、コンクリート打設を行います。

・ ダム切り下げは、既設ダムの安定性を確
保しながら実施します。

■ 既設ゲート撤去、ダム一部切り下げ

・ ダム下流の作業構台（通年設置）から、新
設ゲートの設置、既設ゲートの復旧を実
施します。

・ ゲートは複数に分割して搬入し、現地で組
み立てを実施します。

■ 新設ゲート設置、既設ゲート復旧

３号機
取水口

仮設ゲート

３号機
取水口 ゲート部材

（３）工事７～８年目（2017.11～2018.12）

（１）工事１～４年目（2011.11～2015.5）

（２）工事５～７年目（2015.7～2018.4）

工事のイメージ（施工ステップ）

仮締切

■ ８～１０年目は仮締切の撤去を、
１１年目は作業構台の撤去、周辺整備
などを実施します。

（４）工事８～１１年目（2018.11～2022.5）

コンクリート打設
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池
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懸
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台
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上
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ﾗ
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ﾄﾞ
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前
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後
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④
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塚
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九州電力株式会社 耳川水力整備事務所

〒883-8533 宮崎県日向市北町一丁目112番地
TEL（0982）53‐5800
FAX (0982) 53– 5879

http://www.kyuden.co.jp

■ 宮崎県東臼杵郡椎葉村の三方山から、
諸塚村、美郷町を通って、日向市へと流れる
二級河川 耳川。

その長さはおよそ 95㎞に及びます。

■ 現在、７つのダムと水力発電所があり、
出力・発電量とも、九州電力の一般水力の
20％以上を担う主要電源となっており、今後
とも環境にやさしいエネルギーを安定的に
地域の皆さまにお届けしたいと考えています。

耳川水系発電所・ダムの概要

※１：H22年度平均可能電力量(S54年～H20年:30か年平均)
※２：( )内は一般水力に占める割合

発電所名 ダム名
最大出力

（万kW）

発電量※1

（百万kWh）

運開年

（年）

ダム高

（m）
主 な 特 徴

①上椎葉 ①上椎葉 9.3 215 1955 110 日本初の本格的アーチダム。ダム湖百選。

② 岩屋戸 ②岩屋戸 5.2 151 1942 58 戦時中に竣工。先行開発の塚原を継承。

③ 塚 原 ③塚 原 6.3 217 1938 87
日本発の近代的機械化施工を採用。

有形文化財（文化省）。近代化産業遺産群（産経省）。

④ 諸 塚

④諸 塚 5.0 88 1961 59 ダム内部に空洞がある「中空重力式」を採用。

⑤宮の元 － － 1961 19
諸塚ダムへの注水用ダム。

日本で2番目に小さいアーチダム

⑤ 山須原 ⑥山須原 4.1 106 1932 29 耳川で2番目に造られたダム。別名「鳥の巣えん堤」。

⑥ 西 郷 ⑦西 郷 2.7 81 1929 20 耳川に水力開発の先駆けとして最初に造られたダム。

⑦ 大内原 ⑧大内原 1.6 51 1956 26 最下流に位置。九州で最初のダム式発電所。

計
34.3

（27%）※2

909

（21%）※2
－ －

各ダムの写真は配布中のダムカード


